




第36回 MOA 美術館 枚方交野 児童作品展 2025

令和6年 『MOA 美術館 枚方交野 児童作品展 2024』 協賛金預り証

●ご希望に応じて名称などをパンフレット／ホームページに掲載させていただきます。

　多くの方々が子供たちを応援している意味で、極力掲載を希望　する　でお願いします。

●当委員会名にて領収証を発行させていただきます。下の預り証にご記入の上、各市担当者までお願いいたします。

名称等掲載承諾

1口

3口

5口

10口

20口以上

WEB展示会

　時下、益々ご健勝のこととお慶びの申し上げます。

　本作品展は、MOA美術館・箱根美術館の創立者である岡田茂吉の「美術教育こそ今後は大いに奨励しなくてはなら

ない」との考えに基づき、1989年から開催して36回目となります。

　自分で自分を成長させていける力、こどもがめあてを持って作品を描き切ることで「生きるちから」を醸成する大切な機

会を微力ながら応援するものです。

　また、親子の絆を深められる機会となればとの願いから、作品をどのような思いで制作したのか、本人または保護者か

らの感想文と共に提出いただくことで、一枚の作品を通して親子の絆を確認し、友達、そして学校・地域へと絆が太く確

かなものとなるよう、例年以上の成果を上げるべく運営させていただきます。本年度は実物展示とWEB展となりますが、

この趣旨をご理解戴きまして、必要経費の一部をご協賛賜りますようお願い申し上げます。

MOA美術館枚方交野児童作品展実行委員会

●MOA美術館枚方交野児童作品展実行委員会事務局

〒550-0011 大阪市西区阿波座1-14-4

サインカンパニービル302

フォームイーデザイン内（木下） TEL06-6536-4050 

ご協賛金のお願い

●ご協賛金は
以上の単位で
お願い致します。

ホームページ（ＨＰ）にお名前(イニシャル／ニックネーム可)掲載、

パンフレットとＨＰのトップにお名前を掲載、

上記（3口）に加え、パンフレットに住所、電話番号、ＨＰトップにリンクバナー（小）を掲載、

上記（5口）に加え、バナー（中）会社紹介・自己PRなどを含めたお祝いメッセージを掲載、

上記（10口）に加え、バナーサイズ（大）に拡大され、お祝いメッセージが上位になります。

※応募口数や中間口数に応じ、すべての表記は相応のサイズとなります。またバナーがあればご提供ください、無ければテキストリンクとなります。

正式名（領収証名）

(イニシャル／ニックネームなど)

↑選択 ※10口以上の方→

(イニシャル／ニックネームでも可能)

＊

＊

1,000 円

3,000 円

5,000 円

10.000 円

20.000 円 以上

1口 1,000円

https://www.hirakatano.net
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領収証の発行

ULR

受
け
取
り
控
え

2
5
0
文
字
程
度
ご
準
備
く
だ
さ
い

使う

使う
お祝いメッセージ

令和6年11月1日（金）～　6年11月7日（木）を祝展示週間とし、次年度のHP更新まで。
各賞18点の画像および感想文と、全入選作品の画像をWEB展示。表彰式は行いません。

画面

小学校

◎感想文
☆この作品ができあがるまでに、思ったことなど、自由に書いて下さい　　

【保護者の方へ：個人情報の取り扱いについて】

ＭＯＡ美術館○○児童作品展実行委員会は、ご応募いただいた名前、住所、連絡先、学校名、学年、組の個人情
報を、岡田茂吉美術文化財団（ＭＯＡ美術館）と他の実行委員会と共同利用し、児童作品展に関する連絡、通
知、発表、表彰、案内及びPR活動に使用させていただきます。また、作品画像や名前、学校名、学年は、児童作
品展に関わるWebやSNSに掲載されることがあります。個人データの管理責任者は、下記の通りです。
静岡県熱海市桃山町26-2
公益財団法人岡田茂吉美術文化財団（MOA美術館）　代表理事　齋藤　泰彦

◎都道府県名

ふりがな 　

◎氏　　名

（漢字）

◎学校名
　　　　　　 区･市･町　

　　　　　　 村･私　　立 ◎　　　学年　

ふりがな

◎作品題名

ふりがな

ＭＯＡ美術館児童作品展　応募用紙　サンプル

応募用紙　

◎ジャンル 絵画　・　書写 縦　・　横

エム・オー・エー

第35回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2024
MOA CHILDREN EXHIBITION SINCE 1988

第35回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2024

WEB展示による

■開催にあたって

　本作品展は、MOA美術館・箱根美術館の創立者である岡田茂吉が「美術教育こそ今後は大いに奨励し
なくてはならない」との考えに基づき、1989年に全国展を開催してから36回目となります。
　自分で自分を成長させていける力、こどもがめあてを持って作品を描ききることで「生きるちから」
を醸成する大切な機会を微力ながら応援するものです。
　また、親子の絆を深める機会となれば、との願いから、作品をどのような思いで制作したのか、本人
が感想文を書くことで、作品を通して親子の絆を確認し、そのことが、友達、学校、地域へと絆の広が
りが醸成され、やがて心身共に健康なまちづくりにつなることを願っております。
　従来にも増す多くのご応募と、関係各位の一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

エム・オー・エー

MOA CHILDREN EXHIBITION SINCE 1988

■募　集　作　品

■審　査　対　象

■作品締切日 ( A )

■　賞

枚方市/交野市に居住し、同市に通学する小学1年生～6年生の児童自らが創作した作品。
（幼児はすべて年長として審査展示しますが奨励賞 (全国展選出) の対象にはなりません）

令和7年9月16日(火)

令和7年9月20日(土)10:00～12:00必着（宅配便や、持ち込み搬入を受付致します。）

■作品展示①②③
　／表彰

令和7年11月1日（土）～　7年11月7日（金）を祝展示週間とし、次年度のHP更新まで。
各賞18点の作品画像および感想文と、全ての入選画像をWEB展示。表彰式は行いません。
※①入賞及び（入選）作品の現物展示が可能になった場合には、改めてご案内いたします。

■②市立ひらかた病院（令和7年12月～8年3月）に各賞の原寸大レプリカの展示。（予定）
　③フレンドマート交野（令和8年5月）に各賞の原寸大レプリカの展示。（予定）
■『令和7年度MOA 美術館全国児童作品展』熱海MOA美術館にて、令和8年1月1日～1月下旬（予定）
■『令和7年度MOA 美術館児童作品展』の海外巡回展。令和8年（予定）
■奨励賞2点以外の作品返却は、展示会終了約１ヶ月後に参加賞と賞状とともに返却致します。

（注）全国展にて金賞以上を受賞された作品は、MOA美術館に寄贈頂き、それ以外は1年間保管した後に　
　　返却いたしますので、あらかじめご了承下さい。

■審　査　発　表

・最終受付日 ( B )

団体での応募の場合は団体宛に、個人で応募の場合は保護者宛に文書でご案内いたします。
（注）選外の場合は通知されませんので悪しからずご了承ください。

『応募用紙』に記入漏れが無いか確認し、通学する小学校に提出してください。

宛先：〒573-0032 大阪府枚方市岡東町18-21 枚方三和ビル５階　TEL：072-818-0651
MOA健康生活館ひらかた「児童作品展係り」宛て

●MOA美術館奨励賞 ※：2点　●各市市長賞：4点　●各市教育委員会賞：4点　
●(公)関西・大阪21世紀協会賞：2点　●産経新聞社賞：2点　●産経新聞厚生文化事業団
賞：2点　●実行委員会会長賞：2点　●入選：絵画 30点   /  書写  20点　（参加賞：全員）
※ MOA美術館奨励賞の2点は全国展審査会に出展されます。

（申請中含む）

【絵画 (版画)・書写】の2部門
未発表又は本作品展に向けて作成した個人作品とその感想文で、テーマは自由。

作品募集作品募集

●団体賞：文部科学大臣奨励賞学校奨励賞（全国展団体の部）
学校・地域・家庭ぐるみの豊かな情操教育の充実に寄与し、優秀な作品を多く輩出している小学校６校に授与されます。

https://www.hirakatano.net

第36回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2025

―１―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年５月

　　MOA美術館枚方交野児童作品展実行委員会

　　　　　　　　　実行委員長　　前田　富枝　　　　　

１、名称：「MOA美術館枚方交野児童作品展２０２５」（実物・写し・WEB展示）

２、主催・共催・後援、協賛について

　　□主催

　　　「公益財団法人　岡田茂吉美術文化財団」

　　　MOA美術館枚方交野児童作品展実行委員会　

　　□後援

　　　文部科学省／外務省／農林水産省／環境省／こども家庭庁／日本ユネスコ国内委員会／

　　　公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会／公益社団法人全国子ども会連合会／

　　　公益財団法人ボーイスカウト日本連盟／財団法人海外日系人協会／全国新聞社事業協議会／

　　　全国連合小学校長会

　　・申請予定（R6年度後援実績）公益財団法人関西・大阪21世紀協会／産経新聞社／

　　　産経新聞厚生文化事業団／

　　　大阪府／大阪府教育委員会／枚方市／交野市／枚方市教育委員会／交野市教育委員会

　　　

　　□後援期間　令和７年１１月9日まで

３、開催日（予定公開日）

　　□令和７年１１月１日（土）～１１月9日（日）。

　　

４、展示会場（予定）

　　□仮称：MOAオフィス枚方会場、WEB展、巡回展（医療機関・商業施設）は入賞１８点の複写。

　　□https://www.hirakatano.net/

５、表彰式

　　□MOAオフィス会場：（１１月２日予定）

６、内容

　　□対象：枚方市、交野市に在住し同市に通学の児童(幼児)からの応募作品の審査と展示。

　　□募集作品：絵画・版画／書写、未発表又は本作品展に向けて作成した作品とその感想文。

　　□応募目標：500点～／展示目標数：入賞18（絵画9書写9）点、入選50（絵画30書写20）点。

　　□募集期間：（令和７年９月１日～９月１５日）

　　□出展料審査料：無料（参加賞あり）

７、審　査　（予定）

　　□審査委員：枚方市、交野市在住の教育関係者、画家、書家など4名

　　□審　　査：１０月上旬

　　□審査方法：各市／各学年毎審査を行い、各賞の選抜を行う

　第３６回MOA美術館枚方交野児童作品展2025　開催企画書

標記の件に関し、その趣旨に賛同し下記の通り企画致します。

　　　　　　　　　　　　　　記　
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知、発表、表彰、案内及びPR活動に使用させていただきます。また、作品画像や名前、学校名、学年は、児童作
品展に関わるWebやSNSに掲載されることがあります。個人データの管理責任者は、下記の通りです。
静岡県熱海市桃山町26-2
公益財団法人岡田茂吉美術文化財団（MOA美術館）　代表理事　齋藤　泰彦

◎都道府県名

ふりがな 　

◎氏　　名

（漢字）

◎学校名
　　　　　　 区･市･町　

　　　　　　 村･私　　立 ◎　　　学年　

ふりがな

◎作品題名

ふりがな

ＭＯＡ美術館児童作品展　応募用紙　サンプル

応募用紙　

◎ジャンル 絵画　・　書写 縦　・　横

エム・オー・エー

第35回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2024
MOA CHILDREN EXHIBITION SINCE 1988

第35回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2024

WEB展示による

連絡先（住所：電話：担当）
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団体名

応募用紙

第36回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2025
連絡先（住所：電話：担当）
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応募用紙
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連絡先（住所：電話：担当）

担当

団体名

応募用紙

第36回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2025

連絡先（住所：電話：担当）

担当

団体名

応募用紙

第36回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2025

■主　催 MOA美術館　(公益財団法人)　岡田茂吉美術文化財団　「エムオーエーびじゅつかん」
MOA美術館枚方交野児童作品展実行委員会

■後　援 文部科学省／外務省／農林水産省／環境省／こども家庭庁／日本ユネスコ国内委員会／(公)日本PTA全国
協議会／(公)全国子ども会連合会／(公)ボーイスカウト日本連盟／(財)海外日系人協会／全国連合小学校
長会／枚方市／交野市／枚方市教育委員会／交野市教育委員会
(公)関西・大阪21世紀協会／産経新聞社／産経新聞厚生文化事業団／大阪府／大阪府教育委員会

●作品の応募は各部門ごと１人につき１点までとします。
●『応募用紙』には、正確にもれなく記入してください、不明瞭な場合、入賞などの案内ができ　
　 ない場合がありますのでご注意ください。
●『応募用紙』が足りない場合は、ダウンロード/コピー等で作成してください。
●作品の裏面（書写の場合は台紙の裏面）に『応募用紙』の4隅をテープなどで貼付けてください。
●団体応募の場合は、団体名、連絡先、児童名、応募数、題名などが判る「部門毎一覧表」
　を添付してください。発表の際はこちらの記載内容を優先致します。
●作品は、充分注意して取り扱いますが、不慮の事故による折れ、破損、汚れ、などは御容赦ください。
●参加費は無料ですが（応募資料の作成や複写、書写出展用台紙代、及び張り付け作業、送料
　等に関わる費用は応募される個人、団体で負担してください。）

■問合せ ●MOA美術館枚方交野児童作品展実行委員会事務局：〒550-0011 大阪市西区阿波座1-14-4
　サインカンパニービル302　フォームイーデザイン内（木下）TEL06-6536-4050 

半紙サイズ（約24×33cm）縦書きのみ、学年、姓名が記入してあること。
【紺又は黒の台紙(30×42cm)の中央に貼り付けてください】

テーマは自由：画用紙四つ切り（約38×54cm）サイズのみとし、
水彩絵の具、パステル、クレヨン、カラーペン、色鉛筆などを使用して描いた作品。
【注：厚紙、貼り絵、絵具が定着してない作品、サイズ未満の作品は審査対象外です】
版画は（約29×39cm）を基本としますが、四つ切り（約38×54cm）以内なら可。

【絵画】
の部

【書写】
の部

（申請中含む）

●この児童作品展は個人や地元企業の協賛により開催し、運営の全てを各市域のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱで運営しております。
●個人情報の扱いについてはホームページをご覧ください。

【絵画】

応募用紙に必要事項
と感想文を記入。

【書写】

応募団体・部門毎に袋に入れ、丸めないで提出してください。

横

縦

作品裏面

紺又は黒の台紙
（30×33cm）中央に
貼ったもの

1 作品裏面右下隅に応募用紙の
四隅を貼付けてください。2 3

応募要領

e-mail:info@hirakatano.nethttp://www.hirakatano.net
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部門毎一覧表 枚方    交野

通し番号

団体名

担当者名：電話番号

小学校／幼稚園／保育所／個人

賞氏　名 ふりがな 題　名　（絵画のみ）

MOA美術館枚方交野児童作品展 2023 （出展団体独自にエクセルで作成されたものでも可）

学
年

の部
点枚

一覧表総数 1団体総出展数
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写
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画
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画
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考

『部門毎一覧表』

団体の場合（例）
エクセル出力等

連絡先（住所：電話：担当）

担当

団体名

応募用紙

第36回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2025

―１―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年５月

　　MOA美術館枚方交野児童作品展実行委員会

　　　　　　　　　実行委員長　　前田　富枝　　　　　

１、名称：「MOA美術館枚方交野児童作品展２０２５」（実物・写し・WEB展示）

２、主催・共催・後援、協賛について

　　□主催

　　　「公益財団法人　岡田茂吉美術文化財団」

　　　MOA美術館枚方交野児童作品展実行委員会　

　　□後援

　　　文部科学省／外務省／農林水産省／環境省／こども家庭庁／日本ユネスコ国内委員会／

　　　公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会／公益社団法人全国子ども会連合会／

　　　公益財団法人ボーイスカウト日本連盟／財団法人海外日系人協会／全国新聞社事業協議会／

　　　全国連合小学校長会

　　・申請予定（R6年度後援実績）公益財団法人関西・大阪21世紀協会／産経新聞社／

　　　産経新聞厚生文化事業団／

　　　大阪府／大阪府教育委員会／枚方市／交野市／枚方市教育委員会／交野市教育委員会

　　　

　　□後援期間　令和７年１１月9日まで

３、開催日（予定公開日）

　　□令和７年１１月１日（土）～１１月9日（日）。

　　

４、展示会場（予定）

　　□仮称：MOAオフィス枚方会場、WEB展、巡回展（医療機関・商業施設）は入賞１８点の複写。

　　□https://www.hirakatano.net/

５、表彰式

　　□MOAオフィス会場：（１１月２日予定）

６、内容

　　□対象：枚方市、交野市に在住し同市に通学の児童(幼児)からの応募作品の審査と展示。

　　□募集作品：絵画・版画／書写、未発表又は本作品展に向けて作成した作品とその感想文。

　　□応募目標：500点～／展示目標数：入賞18（絵画9書写9）点、入選50（絵画30書写20）点。

　　□募集期間：（令和７年９月１日～９月１５日）

　　□出展料審査料：無料（参加賞あり）

７、審　査　（予定）

　　□審査委員：枚方市、交野市在住の教育関係者、画家、書家など4名

　　□審　　査：１０月上旬

　　□審査方法：各市／各学年毎審査を行い、各賞の選抜を行う

　第３６回MOA美術館枚方交野児童作品展2025　開催企画書

標記の件に関し、その趣旨に賛同し下記の通り企画致します。

　　　　　　　　　　　　　　記　
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-
m

ail

領
収

証
の

発
行

U
L
R

受け取り控え

250文字程度ご準備ください

使
う

使
う

お
祝

い
メ

ッセ
ー

ジ

令
和6
年11

月1
日
（
金
）～

　6
年11

月7
日
（
木
）
を
祝
展
示
週
間
と
し
、
次
年
度
の
HP更

新
ま
で
。

各
賞
18点

の
画
像
お
よ
び
感
想
文
と
、
全
入
選
作
品
の
画
像
を
W
EB展

示
。
表
彰
式
は
行
い
ま
せ
ん
。

画
面

小
学
校

◎
感
想
文

☆
こ
の
作
品
が
で
き
あ
が
る
ま
で
に
、
思
っ
た
こ
と
な
ど
、
自
由
に
書
い
て
下
さ
い
　
　

【
保

護
者

の
方

へ
：

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
】

Ｍ
Ｏ

Ａ
美

術
館

○
○

児
童

作
品

展
実

行
委

員
会

は
、

ご
応

募
い

た
だ

い
た

名
前

、
住

所
、

連
絡

先
、

学
校

名
、

学
年

、
組

の
個

人
情

報
を

、
岡

田
茂

吉
美

術
文

化
財

団
（

Ｍ
Ｏ

Ａ
美

術
館

）
と

他
の

実
行

委
員

会
と

共
同

利
用

し
、

児
童

作
品

展
に

関
す

る
連

絡
、

通
知

、
発

表
、

表
彰

、
案

内
及

び
P
R
活

動
に

使
用

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

ま
た

、
作

品
画

像
や

名
前

、
学

校
名

、
学

年
は

、
児

童
作

品
展

に
関

わ
る

W
e
b
や

S
N
S
に

掲
載

さ
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
個

人
デ

ー
タ

の
管

理
責

任
者

は
、

下
記

の
通

り
で

す
。

静
岡

県
熱

海
市

桃
山

町
2
6
-
2

公
益

財
団

法
人

岡
田

茂
吉

美
術

文
化

財
団

（
M
O
A
美

術
館

）
　

代
表

理
事

　
齋

藤
　

泰
彦

◎
都

道
府

県
名

ふ
り

が
な

　

◎
氏

　
　

名

（
漢

字
）

◎
学

校
名

　
　
　
　
　
　
 
区
･
市
･
町
　

　
　
　
　
　
　
 
村
･
私
　
　

立
◎
　
　
　
学
年
　

ふ
り

が
な

◎
作

品
題

名

ふ
り

が
な

Ｍ
Ｏ

Ａ
美

術
館

児
童

作
品

展
　

応
募

用
紙

　
サ

ン
プ

ル

応
募

用
紙

　

◎
ジ

ャ
ン

ル
絵
画
　
・
　
書
写

縦
　
・
　
横

エ
ム

・オ
ー

・エ
ー

第
35回

 M
O
A 美

術
館

 枚
方

交
野

児
童

作
品

展
2024

M
O

A
 C

H
IL

D
R

E
N

 E
X
H

IB
IT

IO
N

 S
IN

C
E
 1

9
8
8

第
35回

 M
O
A 美

術
館

 枚
方

交
野

児
童

作
品

展
2024

W
EB展

示
に
よ
る

■
開
催
に
あ
た
っ
て

　
本
作
品
展
は
、
M
OA美

術
館
・
箱
根
美
術
館
の
創
立
者
で
あ
る
岡
田
茂
吉
が
「
美
術
教
育
こ
そ
今
後
は
大
い
に
奨
励
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
1989年

に
全
国
展
を
開
催
し
て
か
ら
36回

目
と
な
り
ま
す
。

　
自
分
で
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
け
る
力
、
こ
ど
も
が
め
あ
て
を
持
っ
て
作
品
を
描
き
き
る
こ
と
で
「
生
き
る
ち
か
ら
」

を
醸
成
す
る
大
切
な
機
会
を
微
力
な
が
ら
応
援
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
親
子
の
絆
を
深
め
る
機
会
と
な
れ
ば
、
と
の
願
い
か
ら
、
作
品
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
制
作
し
た
の
か
、
本
人

が
感
想
文
を
書
く
こ
と
で
、
作
品
を
通
し
て
親
子
の
絆
を
確
認
し
、
そ
の
こ
と
が
、
友
達
、
学
校
、
地
域
へ
と
絆
の
広
が

り
が
醸
成
さ
れ
、
や
が
て
心
身
共
に
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
従
来
に
も
増
す
多
く
の
ご
応
募
と
、
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

エ
ム

・オ
ー

・エ
ー

M
O

A
 C

H
IL

D
R

E
N

 E
X
H

IB
IT

IO
N

 S
IN

C
E
 1

9
8
8

■
募
　
集
　
作
　
品

■
審
　
査
　
対
　
象

■
作
品
締
切
日
(A
)

■
　
賞

枚
方
市
/交
野
市
に
居
住
し
、
同
市
に
通
学
す
る
小
学
1年
生
～
6年
生
の
児
童
自
ら
が
創
作
し
た
作
品
。

（
幼
児
は
す
べ
て
年
長
と
し
て
審
査
展
示
し
ま
す
が
奨
励
賞
 (全
国
展
選
出
) の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
）

令
和7
年9
月16

日(火
)

令
和7
年9
月20

日(土
)10:00～

12:00必
着
（
宅
配
便
や
、
持
ち
込
み
搬
入
を
受
付
致
し
ま
す
。
）

■
作
品
展
示
①
②
③

　
／
表
彰

令
和7
年11

月1
日
（
土
）～

　7
年11

月7
日
（
金
）
を
祝
展
示
週
間
と
し
、
次
年
度
の
HP更

新
ま
で
。

各
賞
18点

の
作
品
画
像
お
よ
び
感
想
文
と
、
全
て
の
入
選
画
像
を
W
EB展

示
。
表
彰
式
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
①
入
賞
及
び
（
入
選
）
作
品
の
現
物
展
示
が
可
能
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

■
②
市
立
ひ
ら
か
た
病
院
（
令
和
7年
12月

～
8年
3月
）
に
各
賞
の
原
寸
大
レ
プ
リ
カ
の
展
示
。
（
予
定
）

　
③
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
交
野
（
令
和
8年
5月
）
に
各
賞
の
原
寸
大
レ
プ
リ
カ
の
展
示
。
（
予
定
）

■
『
令
和
7年
度
M
O
A 美
術
館
全
国
児
童
作
品
展
』
熱
海
M
O
A美
術
館
に
て
、
令
和
8年
1月
1日
～
1月
下
旬
（
予
定
）

■
『
令
和
7年
度
M
O
A 美
術
館
児
童
作
品
展
』
の
海
外
巡
回
展
。
令
和
8年
（
予
定
）

■
奨
励
賞
2点
以
外
の
作
品
返
却
は
、
展
示
会
終
了
約
１
ヶ
月
後
に
参
加
賞
と
賞
状
と
と
も
に
返
却
致
し
ま
す
。

（
注
）
全
国
展
に
て
金
賞
以
上
を
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、
M
OA美

術
館
に
寄
贈
頂
き
、
そ
れ
以
外
は
1年
間
保
管
し
た
後
に
　

　
　
返
却
い
た
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

■
審
　
査
　
発
　
表

・
最
終
受
付
日
(B
)

団
体
で
の
応
募
の
場
合
は
団
体
宛
に
、
個
人
で
応
募
の
場
合
は
保
護
者
宛
に
文
書
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

（
注
）
選
外
の
場
合
は
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

『
応
募
用
紙
』
に
記
入
漏
れ
が
無
い
か
確
認
し
、
通
学
す
る
小
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

宛
先
：
〒
573-0032 大

阪
府
枚
方
市
岡
東
町
18-21 枚

方
三
和
ビ
ル
５
階
　
TEL：

072-818-0651
M
OA健

康
生
活
館
ひ
ら
か
た
「
児
童
作
品
展
係
り
」
宛
て

●
M
OA美

術
館
奨
励
賞
 ※
：
2点
　
●
各
市
市
長
賞
：
4点
　
●
各
市
教
育
委
員
会
賞
：
4点
　

●
(公
)関
西
・
大
阪
21世
紀
協
会
賞
：
2点
　
●
産
経
新
聞
社
賞
：
2点
　
●
産
経
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団

賞
：
2点
　
●
実
行
委
員
会
会
長
賞
：
2点
　
●
入
選
：
絵
画
 30点
   /  書
写
  20点

　
（
参
加
賞
：
全
員
）

※
 M
O
A美
術
館
奨
励
賞
の
2点
は
全
国
展
審
査
会
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

（
申
請
中
含
む
）

【
絵
画
 (版
画
)・
書
写
】
の
2部
門

未
発
表
又
は
本
作
品
展
に
向
け
て
作
成
し
た
個
人
作
品
と
そ
の
感
想
文
で
、
テ
ー
マ
は
自
由
。

作
品
募
集

作
品
募
集

●
団
体
賞
：
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
学
校
奨
励
賞
（
全
国
展
団
体
の
部
）

学
校
・
地
域
・
家
庭
ぐ
る
み
の
豊
か
な
情
操
教
育
の
充
実
に
寄
与
し
、
優
秀
な
作
品
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
小
学
校
６
校
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

https://w
w

w
.hirakatano.net

第
36回

 M
O
A 美

術
館

 枚
方

交
野

児
童

作
品

展
2025

―
１

―

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

５
月

　
　

M
O

A
美

術
館

枚
方

交
野

児
童

作
品

展
実

行
委

員
会

　
　

　
　

　
　

　
　

　
実

行
委

員
長

　
　

前
田

　
富

枝
　

　
　

　
　

１
、

名
称

：
「
M

O
A

美
術

館
枚

方
交

野
児

童
作

品
展

２
０

２
５

」
（
実

物
・
写

し
・
W

E
B

展
示

）

２
、

主
催

・
共

催
・
後

援
、

協
賛

に
つ

い
て

　
　

□
主

催

　
　

　
「
公

益
財

団
法

人
　

岡
田

茂
吉

美
術

文
化

財
団

」

　
　

　
M

O
A

美
術

館
枚

方
交

野
児

童
作

品
展

実
行

委
員

会
　

　
　

□
後

援

　
　

　
文

部
科

学
省

／
外

務
省

／
農

林
水

産
省

／
環

境
省

／
こ

ど
も

家
庭

庁
／

日
本

ユ
ネ

ス
コ

国
内

委
員

会
／

　
　

　
公

益
社

団
法

人
日

本
Ｐ

Ｔ
Ａ

全
国

協
議

会
／

公
益

社
団

法
人

全
国

子
ど

も
会

連
合

会
／

　
　

　
公

益
財

団
法

人
ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト
日

本
連

盟
／

財
団

法
人

海
外

日
系

人
協

会
／

全
国

新
聞

社
事

業
協

議
会

／

　
　

　
全

国
連

合
小

学
校

長
会

　
　

・
申

請
予

定
（
R
6
年

度
後

援
実

績
）
公

益
財

団
法

人
関

西
・
大

阪
2
1
世

紀
協

会
／

産
経

新
聞

社
／

　
　

　
産

経
新

聞
厚

生
文

化
事

業
団

／

　
　

　
大

阪
府

／
大

阪
府

教
育

委
員

会
／

枚
方

市
／

交
野

市
／

枚
方

市
教

育
委

員
会

／
交

野
市

教
育

委
員

会

　
　

　

　
　

□
後

援
期

間
　

令
和

７
年

１
１

月
9
日

ま
で

３
、

開
催

日
（
予

定
公

開
日

）

　
　

□
令

和
７

年
１

１
月

１
日

（
土

）
～

１
１

月
9
日

（
日

）
。

　
　

４
、

展
示

会
場

（
予

定
）

　
　

□
仮

称
：
M

O
A

オ
フ

ィ
ス

枚
方

会
場

、
W

E
B

展
、

巡
回

展
（
医

療
機

関
・
商

業
施

設
）
は

入
賞

１
８

点
の

複
写

。

　
　

□
h
ttp

s:/
/
w
w
w
.h

irakatan
o
.n

et/

５
、

表
彰

式

　
　

□
M

O
A

オ
フ

ィ
ス

会
場

：
（
１

１
月

２
日

予
定

）

６
、

内
容

　
　

□
対

象
：
枚

方
市

、
交

野
市

に
在

住
し

同
市

に
通

学
の

児
童

(幼
児

)か
ら

の
応

募
作

品
の

審
査

と
展

示
。

　
　

□
募

集
作

品
：
絵

画
・
版

画
／

書
写

、
未

発
表

又
は

本
作

品
展

に
向

け
て

作
成

し
た

作
品

と
そ

の
感

想
文

。

　
　

□
応

募
目

標
：
5
0
0
点

～
／

展
示

目
標

数
：
入

賞
1
8
（
絵

画
9
書

写
9
）
点

、
入

選
5
0
（
絵

画
3
0
書

写
2
0
）
点

。

　
　

□
募

集
期

間
：
（
令

和
７

年
９

月
１

日
～

９
月

１
５

日
）

　
　

□
出

展
料

審
査

料
：
無

料
（
参

加
賞

あ
り

）

７
、

審
　

査
　

（
予

定
）

　
　

□
審

査
委

員
：
枚

方
市

、
交

野
市

在
住

の
教

育
関

係
者

、
画

家
、

書
家

な
ど

4
名

　
　

□
審

　
　

査
：
１

０
月

上
旬

　
　

□
審

査
方

法
：
各

市
／

各
学

年
毎

審
査

を
行

い
、

各
賞

の
選

抜
を

行
う

　
第

３
６

回
M

O
A

美
術

館
枚

方
交

野
児

童
作

品
展

2
0
2
5
　

開
催

企
画

書

標
記

の
件

に
関

し
、

そ
の

趣
旨

に
賛

同
し

下
記

の
通

り
企

画
致

し
ま

す
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

記
　

MOA美術館枚方交野児童作品展2025

各部門の最終ページのみ、累計を記入してください。 応募団体合計 応募総数

応募団体一覧

点

A 絵画　  B 書写 枚方市　  交野市

団体

応募団体名

番号

代表者名 住所／連絡先 MOA窓口 備考

第一次審査

第二次審査

幼児　小１　小２　小３　小４　小５　小６　　　合計
応募作品数

TEL

番号

第一次審査

第二次審査

幼児　小１　小２　小３　小４　小５　小６　　　合計

TEL

番号

第一次審査

第二次審査

幼児　小１　小２　小３　小４　小５　小６　　　合計

TEL

番号

第一次審査

第二次審査

幼児　小１　小２　小３　小４　小５　小６　　　合計

TEL

番号

第一次審査

第二次審査

幼児　小１　小２　小３　小４　小５　小６　　　合計

TEL

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
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部門毎一覧表 枚方    交野

団体名

担当者名：電話番号

小学校／幼稚園／保育所／個人

賞氏　名 ふりがな 題　名　（絵画のみ）

MOA美術館枚方交野児童作品展 2025 （出展団体独自にエクセルで作成されたものでも可）

学
年

の部
点枚

一覧表総数 1団体総出展数

書
写

版
画

絵
画

参
考



画面

小学校

◎感想文
☆この作品ができあがるまでに、思ったことなど、自由に書いて下さい　　

【保護者の方へ：個人情報の取り扱いについて】

ＭＯＡ美術館○○児童作品展実行委員会は、ご応募いただいた名前、住所、連絡先、学校名、学年、組の個人情
報を、岡田茂吉美術文化財団（ＭＯＡ美術館）と他の実行委員会と共同利用し、児童作品展に関する連絡、通
知、発表、表彰、案内及びPR活動に使用させていただきます。また、作品画像や名前、学校名、学年は、児童作
品展に関わるWebやSNSに掲載されることがあります。個人データの管理責任者は、下記の通りです。
静岡県熱海市桃山町26-2
公益財団法人岡田茂吉美術文化財団（MOA美術館）　代表理事　齋藤　泰彦

◎都道府県名

ふりがな 　

◎氏　　名

（漢字）

◎学校名
　　　　　　 区･市･町　

　　　　　　 村･私　　立 ◎　　　学年　

ふりがな

◎作品題名

ふりがな

ＭＯＡ美術館児童作品展　応募用紙　サンプル

応募用紙　

◎ジャンル 絵画　・　書写 縦　・　横

連絡先（住所：電話：担当）

担当

団体名

応募用紙

第36回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2025



第36回 MOA 美術館 枚方交野 児童作品展 2025

令和6年 『MOA 美術館 枚方交野 児童作品展 2024』 協賛金預り証

●ご希望に応じて名称などをパンフレット／ホームページに掲載させていただきます。

　多くの方々が子供たちを応援している意味で、極力掲載を希望　する　でお願いします。

●当委員会名にて領収証を発行させていただきます。下の預り証にご記入の上、各市担当者までお願いいたします。

名称等掲載承諾

1口

3口

5口

10口

20口以上

WEB展示会

　時下、益々ご健勝のこととお慶びの申し上げます。

　本作品展は、MOA美術館・箱根美術館の創立者である岡田茂吉の「美術教育こそ今後は大いに奨励しなくてはなら

ない」との考えに基づき、1989年から開催して36回目となります。

　自分で自分を成長させていける力、こどもがめあてを持って作品を描き切ることで「生きるちから」を醸成する大切な機

会を微力ながら応援するものです。

　また、親子の絆を深められる機会となればとの願いから、作品をどのような思いで制作したのか、本人または保護者か

らの感想文と共に提出いただくことで、一枚の作品を通して親子の絆を確認し、友達、そして学校・地域へと絆が太く確

かなものとなるよう、例年以上の成果を上げるべく運営させていただきます。本年度は実物展示とWEB展となりますが、

この趣旨をご理解戴きまして、必要経費の一部をご協賛賜りますようお願い申し上げます。

MOA美術館枚方交野児童作品展実行委員会

●MOA美術館枚方交野児童作品展実行委員会事務局

〒550-0011 大阪市西区阿波座1-14-4

サインカンパニービル302

フォームイーデザイン内（木下） TEL06-6536-4050 

ご協賛金のお願い

●ご協賛金は
以上の単位で
お願い致します。

ホームページ（ＨＰ）にお名前(イニシャル／ニックネーム可)掲載、

パンフレットとＨＰのトップにお名前を掲載、

上記（3口）に加え、パンフレットに住所、電話番号、ＨＰトップにリンクバナー（小）を掲載、

上記（5口）に加え、バナー（中）会社紹介・自己PRなどを含めたお祝いメッセージを掲載、

上記（10口）に加え、バナーサイズ（大）に拡大され、お祝いメッセージが上位になります。

※応募口数や中間口数に応じ、すべての表記は相応のサイズとなります。またバナーがあればご提供ください、無ければテキストリンクとなります。

正式名（領収証名）

(イニシャル／ニックネームなど)

↑選択 ※10口以上の方→

(イニシャル／ニックネームでも可能)

＊

＊

1,000 円

3,000 円

5,000 円

10.000 円

20.000 円 以上

1口 1,000円

https://www.hirakatano.net

しない
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する
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使う
お祝いメッセージ

令和6年11月1日（金）～　6年11月7日（木）を祝展示週間とし、次年度のHP更新まで。
各賞18点の画像および感想文と、全入選作品の画像をWEB展示。表彰式は行いません。

画面

小学校

◎感想文
☆この作品ができあがるまでに、思ったことなど、自由に書いて下さい　　

【保護者の方へ：個人情報の取り扱いについて】

ＭＯＡ美術館○○児童作品展実行委員会は、ご応募いただいた名前、住所、連絡先、学校名、学年、組の個人情
報を、岡田茂吉美術文化財団（ＭＯＡ美術館）と他の実行委員会と共同利用し、児童作品展に関する連絡、通
知、発表、表彰、案内及びPR活動に使用させていただきます。また、作品画像や名前、学校名、学年は、児童作
品展に関わるWebやSNSに掲載されることがあります。個人データの管理責任者は、下記の通りです。
静岡県熱海市桃山町26-2
公益財団法人岡田茂吉美術文化財団（MOA美術館）　代表理事　齋藤　泰彦

◎都道府県名

ふりがな 　

◎氏　　名

（漢字）

◎学校名
　　　　　　 区･市･町　

　　　　　　 村･私　　立 ◎　　　学年　

ふりがな

◎作品題名

ふりがな

ＭＯＡ美術館児童作品展　応募用紙　サンプル

応募用紙　

◎ジャンル 絵画　・　書写 縦　・　横

エム・オー・エー

第35回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2024
MOA CHILDREN EXHIBITION SINCE 1988

第35回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2024

WEB展示による

■開催にあたって

　本作品展は、MOA美術館・箱根美術館の創立者である岡田茂吉が「美術教育こそ今後は大いに奨励し
なくてはならない」との考えに基づき、1989年に全国展を開催してから36回目となります。
　自分で自分を成長させていける力、こどもがめあてを持って作品を描ききることで「生きるちから」
を醸成する大切な機会を微力ながら応援するものです。
　また、親子の絆を深める機会となれば、との願いから、作品をどのような思いで制作したのか、本人
が感想文を書くことで、作品を通して親子の絆を確認し、そのことが、友達、学校、地域へと絆の広が
りが醸成され、やがて心身共に健康なまちづくりにつなることを願っております。
　従来にも増す多くのご応募と、関係各位の一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

エム・オー・エー

MOA CHILDREN EXHIBITION SINCE 1988

■募　集　作　品

■審　査　対　象

■作品締切日 ( A )

■　賞

枚方市/交野市に居住し、同市に通学する小学1年生～6年生の児童自らが創作した作品。
（幼児はすべて年長として審査展示しますが奨励賞 (全国展選出) の対象にはなりません）

令和7年9月16日(火)

令和7年9月20日(土)10:00～12:00必着（宅配便や、持ち込み搬入を受付致します。）

■作品展示①②③
　／表彰

令和7年11月1日（土）～　7年11月7日（金）を祝展示週間とし、次年度のHP更新まで。
各賞18点の作品画像および感想文と、全ての入選画像をWEB展示。表彰式は行いません。
※①入賞及び（入選）作品の現物展示が可能になった場合には、改めてご案内いたします。

■②市立ひらかた病院（令和7年12月～8年3月）に各賞の原寸大レプリカの展示。（予定）
　③フレンドマート交野（令和8年5月）に各賞の原寸大レプリカの展示。（予定）
■『令和7年度MOA 美術館全国児童作品展』熱海MOA美術館にて、令和8年1月1日～1月下旬（予定）
■『令和7年度MOA 美術館児童作品展』の海外巡回展。令和8年（予定）
■奨励賞2点以外の作品返却は、展示会終了約１ヶ月後に参加賞と賞状とともに返却致します。

（注）全国展にて金賞以上を受賞された作品は、MOA美術館に寄贈頂き、それ以外は1年間保管した後に　
　　返却いたしますので、あらかじめご了承下さい。

■審　査　発　表

・最終受付日 ( B )

団体での応募の場合は団体宛に、個人で応募の場合は保護者宛に文書でご案内いたします。
（注）選外の場合は通知されませんので悪しからずご了承ください。

『応募用紙』に記入漏れが無いか確認し、通学する小学校に提出してください。

宛先：〒573-0032 大阪府枚方市岡東町18-21 枚方三和ビル５階　TEL：072-818-0651
MOA健康生活館ひらかた「児童作品展係り」宛て

●MOA美術館奨励賞 ※：2点　●各市市長賞：4点　●各市教育委員会賞：4点　
●(公)関西・大阪21世紀協会賞：2点　●産経新聞社賞：2点　●産経新聞厚生文化事業団
賞：2点　●実行委員会会長賞：2点　●入選：絵画 30点   /  書写  20点　（参加賞：全員）
※ MOA美術館奨励賞の2点は全国展審査会に出展されます。

（申請中含む）

【絵画 (版画)・書写】の2部門
未発表又は本作品展に向けて作成した個人作品とその感想文で、テーマは自由。

作品募集作品募集

●団体賞：文部科学大臣奨励賞学校奨励賞（全国展団体の部）
学校・地域・家庭ぐるみの豊かな情操教育の充実に寄与し、優秀な作品を多く輩出している小学校６校に授与されます。

https://www.hirakatano.net

第36回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2025

―１―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年５月

　　MOA美術館枚方交野児童作品展実行委員会

　　　　　　　　　実行委員長　　前田　富枝　　　　　

１、名称：「MOA美術館枚方交野児童作品展２０２５」（実物・写し・WEB展示）

２、主催・共催・後援、協賛について

　　□主催

　　　「公益財団法人　岡田茂吉美術文化財団」

　　　MOA美術館枚方交野児童作品展実行委員会　

　　□後援

　　　文部科学省／外務省／農林水産省／環境省／こども家庭庁／日本ユネスコ国内委員会／

　　　公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会／公益社団法人全国子ども会連合会／

　　　公益財団法人ボーイスカウト日本連盟／財団法人海外日系人協会／全国新聞社事業協議会／

　　　全国連合小学校長会

　　・申請予定（R6年度後援実績）公益財団法人関西・大阪21世紀協会／産経新聞社／

　　　産経新聞厚生文化事業団／

　　　大阪府／大阪府教育委員会／枚方市／交野市／枚方市教育委員会／交野市教育委員会

　　　

　　□後援期間　令和７年１１月9日まで

３、開催日（予定公開日）

　　□令和７年１１月１日（土）～１１月9日（日）。

　　

４、展示会場（予定）

　　□仮称：MOAオフィス枚方会場、WEB展、巡回展（医療機関・商業施設）は入賞１８点の複写。

　　□https://www.hirakatano.net/

５、表彰式

　　□MOAオフィス会場：（１１月２日予定）

６、内容

　　□対象：枚方市、交野市に在住し同市に通学の児童(幼児)からの応募作品の審査と展示。

　　□募集作品：絵画・版画／書写、未発表又は本作品展に向けて作成した作品とその感想文。

　　□応募目標：500点～／展示目標数：入賞18（絵画9書写9）点、入選50（絵画30書写20）点。

　　□募集期間：（令和７年９月１日～９月１５日）

　　□出展料審査料：無料（参加賞あり）

７、審　査　（予定）

　　□審査委員：枚方市、交野市在住の教育関係者、画家、書家など4名

　　□審　　査：１０月上旬

　　□審査方法：各市／各学年毎審査を行い、各賞の選抜を行う

　第３６回MOA美術館枚方交野児童作品展2025　開催企画書

標記の件に関し、その趣旨に賛同し下記の通り企画致します。

　　　　　　　　　　　　　　記　

①『応募要領』の下線にご注意ください。特にサイズ違いや、絵具が定着していない
　作品は受付いたしませんのでご了承ください。

『提出作品の包装姿に関するお願い』

②応募単位毎に（団体名・作品数・担当者名）記載の紙を貼り付けた大き目の
　ビニル袋等に入れて折り返し、極力テープ止めせずにご提出ください。
※同一学校や学級で、絵画・書写がある場合も別々にお願いします。

連絡先（住所：電話：担当）

担当

団体名

応募用紙

第36回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2025
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部門毎一覧表 枚方    交野

通し番号

団体名

担当者名：電話番号

小学校／幼稚園／保育所／個人

賞氏　名 ふりがな 題　名　（絵画のみ）

MOA美術館枚方交野児童作品展 2023 （出展団体独自にエクセルで作成されたものでも可）

学
年

の部
点枚

一覧表総数 1団体総出展数

書
写

版
画

絵
画

参
考

『部門毎一覧表』

『部門毎の作品』

貼り付け

●団体名
●作品数
●担当者名
　連絡先

①『応募要領』の下線にご注意ください。特にサイズ違いや、絵具が定着していない
　作品は受付いたしませんのでご了承ください。

『提出作品の包装姿に関するお願い』

②応募単位毎に（団体名・作品数・担当者名）記載の紙を貼り付けた大き目の
　ビニル袋等に入れて折り返し、極力テープ止めせずにご提出ください。
※同一学校や学級で、絵画・書写がある場合も別々にお願いします。

●団体名
●作品数
●担当者名
　連絡先

連絡先（住所：電話：担当）

担当

団体名

応募用紙

第36回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2025

※極力、袋を折り返すだけで
　ご提出ください。1
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部門毎一覧表 枚方    交野

通し番号

団体名

担当者名：電話番号

小学校／幼稚園／保育所／個人

賞氏　名 ふりがな 題　名　（絵画のみ）

MOA美術館枚方交野児童作品展 2023 （出展団体独自にエクセルで作成されたものでも可）

学
年

の部
点枚

一覧表総数 1団体総出展数

書
写

版
画

絵
画

参
考

『部門毎一覧表』

『部門毎の作品』

貼り付け

●団体名
●作品数
●担当者名
　連絡先

●団体名
●作品数
●担当者名
　連絡先

※極力、袋を折り返すだけで
　ご提出ください。

連絡先（住所：電話：担当）

担当

団体名

応募用紙

第36回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2025

連絡先（住所：電話：担当）

担当

団体名

応募用紙

第36回 MOA 美術館 枚方交野児童作品展2025
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